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着実な実施上に向けた2つの課題

授業教育課程



カリキュラム・マネジメント4つの側面

ア 教科等横断的な
視点で組み立てる

イ 教育課程
実施状況の評価・改善

ウ 人的・物的な体制
エ 個別の指導計画
実施状況・改善

カリキュラム
・マネジメント



どう向き合うのか

授業教育課程

カリキュラム

・マネジメント

最小で最大
の視点！？



資質・能力の実践を核とする

単元
（授業）
資質・能力

教育課程

教科等横断的
な視点で組み
立てる

教育課程
実施状況の評
価・改善

個別の指導計画
実施状況・改善

人的・物的
な体制



研究3年計画
～資質・能力を育む単元研究会からのカリキュラム・マネジメント～



3年間の研究開発と実践

▷日々に授業に関わる開発

▷教育課程に関わる整備・開発

▷授業を考えるための時間確保

及び個々人の教師力の向上



‣日々の授業に関わる開発



単元案が生まれるきっかけ

学習指導案の現実的な問題

誰の指導案･･･ 結局普段に般化されない研究



単元案が生まれるきっかけ

構造上の問題

指導計画
（1）○○をしよう･･･2時間
（2）○○を作ろう･･･3時間

・
・
・

しっかりと学べない
そもそも足りていない



単元案が生まれるきっかけ

授業のプロへ＝授業の真髄

資質・能力 主・対・深

習得・活用・探究 他教科等の関連

評価規準・学習評価 など



単元案①

資質・能力：コピー
段階の目標と評価規準のみ



単元案①

単元構想

指導要領が示す要素



単元案②

指導と評価の一体化

学習評価
‣授業改善
‣連動
‣スピードアップ

各種書式と連動



実践による効果

授業力向上と自信
実感と定着

令和2年度
～令和4年度現在

400個以上

授業者のプロ



単元研究会が生まれたきっかけ

現実的な問題

質問攻め、つらい･･･

構造上の問題

‣複数の視点における学

習評価は？

‣授業改善の視点は？

‣単元のまとまりは？

何のために集まったの･･･



単元研究会

3つの押さえ

①学びの質を捉える

‣学習評価

②指導と評価の一体化

‣授業改善の視点

③単元のまとまりで深める

学習評価の力を高め合う

観点別学習状況の評価



単元研究会

＜自由参加＞途中退席ＯＫ！みんなで授業力向上

3年間26回

520人以上



‣教育課程に関わる整備・開発



12年間を見通した各教科等の年間指導計画

現実的な問題
‣そもそも断片的
‣年度末の各教員年間指
導計画作成業務
その結果、子どもの学
びがつながらない

・
・

うまくいかないループ



12年間を見通した各教科等の年間指導計画

学びがつながる

詳しくは、ホームページ



教科等横断的な視点に立った資質・能力

現実的な問題

‣学習の基盤となる資質・能力

‣現代的な諸課題に対応して求めら

れる資質・能力

各学校で、その資質・能力
を明確にすること

そもそも、ない・・・



教科等横断的な視点に立った資質・能力の
明確化

全職員で話し合い、明確化
＊詳しい文言は研究集録にて



単元配列表

各教科等の学びの活用の幅が
広がる視点
＝質の向上



各教科等を合わせた指導～学習評価～

学習評価はどうする？
ではなく、
実際に向き合い続けた

確かな可能性！！

教科指導と本質は
変わらない
目標・学習評価

議論より実践



各教科等を合わせた指導①

現実的な問題

なぜ、いつも授業者が悩
む・責められる・・・

構造上の問題

‣学校として明確でない

‣‣研修会等で「～ありき

じゃない」と責められる



各教科等を合わせた指導②

教科会等で効果的な指導方法
の提案、学校として明確化

年間の見通しで、単元案の
セットも時短！



各教科等を合わせた指導③

‣学校として、指導形態

はどうするのか、資質・

能力から再考する

‣学校として説明でき、

授業者が安心できる



‣授業を考えるための時間確保
及び個々人の教師力の向上



単元案の蓄積及びCK作戦

参考している様子 クリックすると出る単元案

クリック！



教師寺子屋



研究成果

実に96％の先生

方が、自分の授

業実践を通して

カリキュラム・

マネジメントの

最前線にいる。

ア 教科等横断的な視点
で組み立てる

イ 教育課程実施状況の
評価・改善

ウ 人的・物的な体制

エ 個別の指導計画実施
状況・改善

ア、イ、ウ、エ授業改善

96％



福島県立相馬支援学校
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E-mail:soma-sh@fcs.ed.jp

Soma special education school

自分の学びが、子どもの学びへ


